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対して RNA干渉法による DNMT3L 発現抑制を行い、増殖能、遊走能、浸潤能を検討し、分化マーカーで
および癌抑制遺伝子の発現を定量 PCRにて解析した。 
(結果) 
 DNMT3Lは、胎児性癌の単一型では 87.5% (7/8)、混合型では 88.9% (16/18)の症例で陽性を示し、陽
性例の 91.3% (21/23)は強陽性であった。単一型セミノーマでは 73.9% (17/23)で陰性であり、強陽性
を示す症例は認めず、6例で局所的あるいは散在性に腫瘍細胞が染色され部分的陽性を示した。血清 AFP
高値であったセミノーマは 3 例とも部分的陽性を示した。一方混合型のセミノーマ成分では 36.4% 
(4/11)の症例で弱陽性を示した。単一型卵黄嚢腫瘍では 4例全例が陽性であり、混合型の卵黄嚢腫瘍成
分では陽性例は認めず、絨毛癌症例は 4例とも陽性であった。単一型セミノーマにおいて、DNMT3Lは病
期 Iの症例ではすべて陰性であった。一方で病期 II以上の症例で 46.2% (6/13)で陽性を示し、病期 I
と比較し、有意に高率であった(p=0.019)。胚細胞腫瘍由来細胞株では胎児性癌細胞株の他に、絨毛癌
細胞株でも DNMT3Lタンパク発現を認めた。DNMT3L高発現株である NEC8細胞に DNMT3L発現抑制を行っ


















平成 28 年 1 月 7 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
